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日本国内の監視カメラ市場

2024年度市場規模：約2,252億円（前年度比112.7%）

以降も堅調な成長が予測されている

 製造業・物流業界からの需要拡大が主要な成長要因。コロナ禍

後のサプライチェーン安定化に伴い、産業用監視カメラの需要

が急増

 人手不足への対応：少子高齢化に伴う労働力人口減少で、遠

隔監視や自動記録が可能なシステムへの需要が拡大

 安全管理と品質管理の高度化：労働災害防止、過重労働抑制、

品質トレーサビリティ強化のため監視体制強化

 犯罪・盗難リスク対応：工場・倉庫での資材・在庫・情報漏洩

リスクに対する防犯対策の必要性

日本国内における監視カメラ市場規模の推移予測

多目的戦略的ソリューションとしての監視カメラへと進化

工場・物流DX導入センター

市場動向と課題認識
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製造・物流現場での変革期

多目的ソリューションへの進化：単なる防犯・監視から現場

DX・自動化・無人化を支援する戦略的ツールへ

 コロナ禍収束後のDX加速：2023年以降、サプライチェーンの

混乱が落ち着き、産業用監視カメラ市場が成長軌道に復帰

 製造現場の変革ニーズ：少人数での工場運営、遠隔監視体制

の構築、安全衛生強化などの課題に対応する手段として注目

 物流倉庫の高度化：入出荷管理、在庫可視化、ピッキング効

率化など、物流現場の課題解決ツールとして活用拡大

 AIとの連携で機能拡張：映像解析・異常検知・自動アラート

など、人の目を超える能力で監視業務を高度化

監視カメラの用途拡大：多目的ソリューション化


安全確保


品質管理


生産性向上


セキュリティ

工場・物流DX導入センター

なぜ今、監視カメラなのか？
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
安全性向上

危険検知・事故防止・安全教育


セキュリティ強化

侵入検知・盗難防止・内部統制


業務効率化

遠隔監視・工程可視化・作業改善


品質管理向上

トレーサビリティ・不良分析・異

物防止

工場・物流DX導入センター

監視カメラ導入の4つの目的

 ① 安全性の向上

事故防止や労働安全衛生の強化。危険エリアの監視やAIを活

用した危険行動の検知、安全装置の使用状況確認により、労

働災害を未然に防止。安全教育にも映像を活用。

 ② セキュリティ強化

防犯・内部統制の確立。工場や倉庫への不正侵入や盗難の抑

止・発見、内部不正行為の監視にも効果。証拠映像による事

後対応にも役立ち、財産保全に貢献。

 ③ 業務効率化・可視化

生産性向上や遠隔監視体制の構築。工程状況の一括可視化に

より、現場に行かずに状況把握・オペレーション改善が可

能。少人数での監視体制実現にも貢献。

 ④ 品質管理の向上

トレーサビリティ強化や不良低減。製造プロセスの映像記録

による不良原因追究、異物混入防止、作業ログとしての活用

など、高品質な製品提供を支援。
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 AI活用による安全性向上

危険行動の自動検知とアラート機能で事故を未然に防止

収集した映像データは安全教育にも活用可能

 証拠映像によるセキュリティ強化

侵入や盗難、内部不正行為の抑止効果

万一の事案発生時も映像記録で迅速な事後対応

 遠隔監視による効率化

工程全体を一括可視化し、複数現場を1ヶ所で監視

現場に行かずともリアルタイムで状況把握・改善が可能

 記録証跡による品質・管理強化

不良品発生時の原因追究や作業プロセス検証

トレーサビリティ強化、異物混入防止にも貢献


AIによる予防安全

危険予兆の自動検出


防犯・セキュリティ

不正行為抑止と証拠保全


生産性向上

工程の可視化と効率化


品質保証

作業品質の確認と改善

複数の効果を同時に実現できるソリューションへ

工場・物流DX導入センター

監視カメラ導入の期待効果
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工場・物流DX導入センター

監視カメラの主な種類と特徴


PTZカメラ（パン・チルト・ズーム）

遠隔操作で上下・左右・ズーム操作が可能。広範囲を1台でカ

バーし、死角を減らす機動的な監視が可能。

広域監視 追跡撮影 屋外


360度全方位/魚眼カメラ

一台で全方向を撮影可能。死角なく広い範囲をカバーし、映像

を複数視点で展開表示できる。日清食品など大規模工場で採

用。

死角排除 天井設置 多視点分析


小型・赤外線・耐環境型

高温・多湿・粉塵・防爆など過酷環境に対応。赤外線で暗所や

夜間も鮮明に撮影可能。設置スペースが限られた場所にも対

応。

危険区域 夜間監視 狭小スペース


クラウド/ネットワークカメラ

インターネット経由でリアルタイム監視・録画データ保存が可

能。多拠点一括管理やリモートアクセス、自動ソフトウェア更

新に対応。

遠隔監視 多拠点管理 PoE給電

監視カメラタイプ別 機能比較

カメラタイプ
広範囲

カバー

暗所

対応

遠隔

操作

クラウド

接続

PTZカメラ    

360度全方位    

赤外線カメラ    

クラウドカメラ    

用途と環境に合わせた適切なカメラ選定が導入成功の鍵となります。
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統合監視プラットフォームへの進化

カメラ単体から工場・倉庫全体の統合管理システムへ

工場・物流DX導入センター

最新技術トレンド（AI・IoT化）

AIとIoTが実現する次世代の監視システム

最新の監視カメラ技術はAIとIoTの融合によって従来の「見る」

から「分析・予測・連携」へ進化しています

 AI搭載（VCA：Video Content Analysis）

動体・人物・危険行動の自動検知、不審者判別、不良品の自動

選別など高度な映像解析が可能に

 顔認証・生体認証

勤怠管理や入退場権限の自動化、姿勢解析による保護具未装着

検知など安全性向上

 クラウド対応カメラ

インターネット経由での映像保存・管理、本部からの一括管

理、ソフトウェア自動更新など

 IoT連携

センサー・生産システムとの連動、異常時の自動録画・通

知、統合ダッシュボードでの監視


監視カメラ


AI分析


クラウド保存


集中管理


アラート通知
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導入成功の鍵は段階的アプローチ

監視カメラ導入は一度に全てを行うのではな

く、段階的に進めることで、リスクを低減し、

確実な効果を得られます。

 目的明確化が最重要：防犯か安全管理か、品質

向上か、目的によって選ぶ機器や運用方法が異

なります

 運用体制の構築：映像の確認・保管ルール、責

任者の設定など運用面での準備が重要

 パイロット導入から拡大：小規模から始め、効

果検証しながら段階的に拡大することで失敗リ

スクを低減

工場・物流DX導入センター

導入プロセス全体像











1 目的・要件の明確化

監視エリアと用途決定、関係者の理解促進

2 システム設計と機器選定

必要画質・台数・カバー範囲設計、カメラタイプ選定

3 録画・保存方式設計

保存期間・容量・クラウド/オンプレミス選択

4 運用体制構築

責任者設定・アクセス管理・プライバシー対応

5 コスト計画立案

初期費用・ランニングコスト・TCO試算

6 パイロット導入と段階的展開

スモールスタート後拡大、効果検証・ノウハウ蓄積
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導入成功の第一歩は明確な目的設定から

導入目的が曖昧だと選定ミスマッチや過剰投資の原因になりま

す。まずは「なぜ」「何のために」を明確にしましょう。

 監視エリアと用途の整理

どのエリア（製造ライン/倉庫/出入口）をどのように（安全/品

質/防犯）監視したいのか、優先順位を付けながら明確にしま

す

 関係部門の理解と合意形成

製造・品質管理・安全衛生・総務・ITなど関連部門を巻き込

み、導入目的の共有と合意形成を図ります

 現状課題のヒアリングと優先順位付け

現場の具体的な課題（ヒヤリハット発生箇所/品質不良原因/盗

難リスク）を洗い出し、解決優先度を決めます

目的・要件明確化のプロセス

1
現状課題の洗い出しと分類

安全/品質/防犯/効率化などの観点で整理



2
優先エリアと重点課題の選定

リスク評価と投資対効果を考慮



3
関係者会議と合意形成

経営層・各部門・現場の意見集約



4
要件定義書の作成

具体的な監視目的と機能要件の文書化

工場・物流DX導入センター

ステップ1：目的・要件の明確化
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最適なシステム設計のポイント

カメラの配置・台数・画質は目的に合わせて綿密に計画し、死

角のない監視環境を構築することが重要

 必要な画質と解像度：目的に応じた選定（人物識別には高解像

度、広域監視には適切な画角）、最低30fps以上の映像フレー

ムレートを確保

 カメラ種類の最適選択：設置場所や目的に合わせたカメラ選

定（工場内高所にはPTZや全方位、危険箇所には耐環境性能に

優れたタイプ）

 既存システムとの連携確認：ネットワーク帯域、保存容量、

セキュリティ対応、生産システム・センサーとの連携可否を事

前検証

 将来の拡張性を考慮：規模拡大やAI・分析機能追加に対応でき

る余裕を持った設計、API連携の可能性も検討

工場・物流DX導入センター

ステップ2：システム設計と機器選定 カメラ種類別の主な特徴と用途



PTZカメラ

パン・チルト・ズーム機能で広範囲監視

可能。遠隔操作で詳細確認



360°全方位カメラ

死角のない全周囲監視。広範囲を1台で

カバー



赤外線・耐環境カメラ

暗所・屋外・高温多湿環境でも安定動作



クラウドカメラ

インターネット経由で簡単アクセス・管

理

機器選定チェックリスト

 監視目的と対象エリアの明確化

 必要解像度・フレームレートの決定

 設置環境に適したカメラタイプの選定

 ネットワーク環境との互換性確認

 拡張性・将来的な機能追加の検討
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工場・物流DX導入センター

ステップ3：録画・保存方式設計

録画保存の基本設計

必要な保存期間の決定が最重要

業種・目的によって異なる適切な保存日数

 保存期間の目安 • 一般的な防犯目的：14～30日間 • 品質トレー

サビリティ：1～3ヶ月 • 法規制・コンプライアンス：6ヶ月～1

年

 録画容量の計算方法

容量(TB) = カメラ台数 × 録画時間(日) × 日間稼働時間

　　　　　× ビットレート × 圧縮率係数

例：10台・30日間・24時間・4Mbps・0.7の場合

≒ 約9TB必要

 録画品質の最適化

目的に応じた解像度・フレームレート設定で

保存容量を効率化

クラウドとオンプレミスの比較

クラウド型 オンプレミス型

初期費用 低い 高い（サーバ構築必要）

運用費 月額料金継続 長期では割安に

容量拡張 柔軟に増減可能 ハード増設が必要

セキュリテ

ィ
通信暗号化必須 自社管理で安心感

保守管理 ベンダー側で実施 自社での管理必要

動体検知・自動録画の活用

 保存容量の削減に有効

動きがあった時のみ録画することで

必要容量を最大60～80%削減可能

 アラート機能との連携

特定エリアへの侵入・ライン横断など

異常検知時に通知＋録画開始
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運用規程作成のポイント

① 監視目的の明文化

② 映像データの保存期間・アクセス権限

③ 閲覧・使用記録のログ管理

④ 緊急時対応フロー・連絡網

工場・物流DX導入センター

ステップ4：運用体制構築

運用体制の重要性

監視カメラシステムの効果を最大化し、法令遵守・プライバシ

ー保護を両立させるための体制整備が不可欠です

 管理責任者・担当者体制の明確化 ・全体統括責任者の任命

（部門長クラス） ・日常運用管理者の設置（複数名で冗長

化） ・シフト体制での24時間監視体制（必要な場合）

 アクセス権限・映像利用ルールの設定

・役割に応じた階層的アクセス権限設計

・映像閲覧・保存・編集権限の厳格管理

・目的外利用の禁止と罰則規定の整備

 プライバシーへの配慮と教育訓練

・個人情報保護法に基づく適切な運用

・関係者への定期的な教育・研修実施

・通知・掲示による監視カメラ設置の周知

全体統括責任者

運用管理者

日

勤

担

当

者

夜

勤

担

当

者

システム管理者

保

守

担

当

権

限

管

理
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監視カメラ導入の費用構成例

ROI（投資対効果）試算の考え方

効果測定の指標例

・人件費削減額（遠隔監視による巡回工数削減など）

・損失回避額（事故/犯罪被害の防止、証拠保全など）

・品質向上による不良率低減効果

・業務効率化による生産性向上効果

投資回収期間 = 初期費用 ÷ 年間削減効果

成功事例：半年から1年程度で初期投資回収を実現

工場・物流DX導入センター

ステップ5：コスト計画立案

費用構成の全体像を把握する

監視カメラ導入には初期費用と運用費用が必要です。長期的な

視点でTCO（総保有コスト）を計算し、投資判断を行いましょ

う。

 初期費用の内訳 ・カメラ本体（台数×単価） ・録画サーバー

／ソフトウェア ・設置工事費（配線・取付・調整） ・ネット

ワーク工事費 ・初期設定・テスト費用

 運用・維持費用

・定期保守点検費用

・故障修理・部品交換

・録画メディア更新

・ソフトウェア運用ライセンス

・クラウド利用の場合は月額利用料

 コスト計画のポイント

・必要以上のスペック（高解像度・高機能）は避ける

・クラウドとオンプレミスのコスト比較

・将来の増設・拡張性も考慮

・保守サポート体制と費用の確認
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スモールスタートの重要性

まずは少数台数でのパイロット導入から始め、効果検証と運用

ノウハウを蓄積。全面展開のリスクと初期投資を抑制できま

す。

 重要エリアから段階的に導入：人や物の出入りが多い場所、品

質管理上重要な工程、事故リスクの高い箇所など、優先順位を

つけて展開

 PDCA運用サイクルの確立：導入→効果測定→改善点洗い出し

→調整の繰り返しで、最適な監視カメラシステムを構築

 現場スタッフの理解と協力獲得：小規模から始めることで、

関係者の反発を軽減し、有効活用への意識を高める



パイロット導入

重点エリアに限定した小規

模検証で課題抽出



段階的拡大

効果が確認できたエリアか

ら順次導入拡大



最適化と全面展開

ノウハウ蓄積後の効果的な

全社導入

運用体制フィードバックの仕組み

• 週次/月次の定期レビュー会議を設置

• 監視カメラ映像の活用実績を数値化

• 現場からの改善提案を収集する仕組み

• 拡張性を考慮したシステム設計

工場・物流DX導入センター

ステップ6：パイロット導入と段階展開
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監視カメラシステム導入コストの全体像

初期費用

カメラ本体 ￥30,000〜150,000/台

録画サーバ/ソフトウェア ￥200,000〜500,000

設置工事 ￥20,000〜50,000/台

ネットワーク工事 ￥100,000〜300,000

初期設定・調整 ￥50,000〜150,000

運用費（年間）

保守点検 初期費用の5〜15%

故障修理・交換 カメラ台数に応じて

録画メディア更新 ￥10,000〜50,000/年

ソフト運用ライセンス ￥10,000〜30,000/台/年

クラウド月額料 ￥3,000〜8,000/台/月

ROI（投資回収率）計算式

回収期間 = 初期費用 ÷ 年間削減効果

 人件費削減効果：監視業務の効率化、24時間監視の無人化により年

間数百万円の人件費削減が可能

 損失回避効果：盗難・事故防止、品質不良の早期発見により数千万

円の損失回避も

 中小企業向け最適化提案：「必要以上の性能NG」「クラウド×オン

プレのハイブリッド」で初期費用を抑制

工場・物流DX導入センター

投資対効果（ROI）とコスト構成
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スマートファクトリー化への取り組み

大手食品メーカーでは工場の生産ライン監視および品質管理強

化のために大規模なカメラシステムを導入。生産性向上と将来

の無人化を見据えた先進的な取り組み。

700台
全方位カメラ導入数

360°
死角ゼロの全周監視

導入の特徴と効果

 映像集中管理システムによる一括監視。1つの管理室から工場全体の生産ラ

インを効率的に監視可能に

 死角ゼロの監視体制を実現。360度全方位カメラにより生産ライン上のすべ

ての工程を可視化

 生産性の向上と品質管理の強化。問題発生時の迅速な対応が可能になり、

ダウンタイムを削減

 将来の無人化への対応も視野に入れた拡張性のある設計。段階的な自動化

推進の基盤を構築

 映像データの長期保存により、品質問題発生時の原因究明やトレーサビリ

ティ強化に寄与

 AIとの連携を想定したシステム設計。将来的な画像解析や異常検知機能の

追加にも対応可能

「視覚的に工場全体を把握できるようになり、少人数での効率的な管理が可能

になった。また品質管理の面でも、問題発生時に迅速に原因を特定できるよう

になった。」

工場・物流DX導入センター

導入事例①：大手食品メーカーの取り組み
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導入の特徴と効果

 クラウド型カメラシステムにより、サーバー設置やメンテナンスの手間を

削減。拠点数の増加にも柔軟に対応可能に

 防犯管理としての導入から始まり、社内の理解を得ながら段階的に活用範

囲を拡大

 工程品質の向上。製造ラインの動きを映像で記録し、不良発生時の原因究

明に活用

 物流管理の効率化。倉庫や出荷エリアの監視で荷物の位置確認や誤出荷防

止に貢献

 IoT基盤として活用。映像データを他システムと連携させ、工場のデジタル

化を推進

 遠隔監視の実現。管理者がオフィスや外出先からでも工場の状況を常時確

認可能に

「最初は防犯目的で導入しましたが、品質管理や物流管理にも活用できること

がわかり、工場全体のデジタル化の第一歩となりました。クラウド型なので拡

張も容易で、今後のIoT化推進にも役立っています。」

工場・物流DX導入センター

導入事例②：中堅製造業のクラウド活用

中堅工場でのクラウド監視導入

中堅製造業では広大な工場敷地に対して、クラウド型カメラシ

ステムを導入。防犯目的から始まった導入が工程品質管理や物

流管理にまで活用範囲を拡大しました。

広域
工場全体をカバー

3in1
防犯・品質・物流を一元管理

段階的な導入アプローチ

最初は工場入口や倉庫など重要エリアへの限定的な導入から開

始し、効果を確認しながら段階的に監視範囲を拡大。社内の理

解も得られ、予算も効率的に活用できました。

多目的活用の実現

当初の防犯目的から、製造ラインの状況確認、在庫管理、作業

効率の検証など、複数の業務改善につながる多目的ツールとし

て定着しています。
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導入の特徴と効果

 AI画像解析技術を活用し、作業異常や配置ミスなどの問題を自動検知。物

流現場特有の課題に対応したカスタマイズ

 クラウドサービスを採用。サーバー設備不要で迅速な導入と柔軟なスケー

リングを実現

 遠隔モニタリングにより、管理者がスマートフォンやタブレットから現場状

況をリアルタイムで確認可能に

 問題箇所の早期発見により、誤出荷や品質トラブルを大幅に削減。クレー

ム対応コストを30%低減

 業務改善に活用。カメラ映像の分析から作業動線の最適化やボトルネック

の解消を実現

 容易な拡張性により、事業拡大や新拠点開設にも迅速に対応。統一された

監視システムで複数拠点を一括管理

「クラウド型AIカメラの導入により、現場に行かなくても全拠点の状況を把握で

き、業務効率と品質が格段に向上した。また、トラブル発生時に録画映像で即

座に原因を特定できるため、顧客対応も迅速になった。」

工場・物流DX導入センター

導入事例③：大手物流A社のAIカメラ

物流現場の業務改善と品質向上

大手物流A社では、大規模倉庫内の作業効率化と問題箇所の早期

発見を目的として、AIカメラを活用した監視システムを導入。

物流業務のDX推進と品質向上に成功。

100+
AIカメラ導入台数

24/7
リアルタイム遠隔監視

導入の背景と課題

 配送ミスや誤出荷による顧客クレーム増加

 人手不足による現場管理・品質維持の難しさ

 複数拠点の一元管理・標準化への要求

 作業効率・生産性向上への継続的な取り組み

投資対効果（ROI）

 導入費用は初年度の削減効果でほぼ回収

 品質向上によるクレーム対応コスト30%減
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失敗を回避する4つの対策ポイント

監視カメラ導入の効果を最大化するためには、技術面だけでなく、組織・運用

面での綿密な計画と準備が不可欠です。特に以下の対策ポイントに注意しまし

ょう。

 プライバシーへの配慮不足：従業員のプライバシー侵害懸念による反発

や、法的リスクの発生

対策：設置目的の明確な説明とプライバシーポリシーの策定・周知、法的

要件の確認

 運用体制・教育の未整備：責任者不在、利用ルール未整備による形骸化や

不適切利用

対策：管理責任者の任命と教育訓練、アクセス権限の適切な設定と運用マ

ニュアル整備

 既存システムとの連携不足：孤立したシステムとなり、データ活用や業務

効率化が進まない

対策：既存システムとの統合計画を初期段階で検討、API連携などの可能性

を事前確認

 効果測定指標の未設定：導入効果が不明確で、投資対効果の検証ができな

い

対策：KPI設定と定期的な効果測定、継続的な改善サイクルの構築

「段階的な導入アプローチが最も効果的です。小規模なパイロット導入から始

め、効果検証と改善を繰り返すことで、大規模投資のリスクを最小化できます。

また、現場スタッフの巻き込みが成功の鍵となります。」

工場・物流DX導入センター

よくある導入失敗例とその対策

監視カメラ導入の落とし穴

監視カメラ導入プロジェクトで多くの企業が経験する失敗パタ

ーンを理解し、事前に対策を講じることで、投資効果を最大化

し、無駄なコストや運用トラブルを防ぐことができます。

 失敗例①

目的・要件定義の不足によるミス

マッチ。何のために導入するか不

明確なまま進めてしまう

 対策

導入目的と具体的要件を明文化

し、関係者間で共有・合意形成を

徹底

 失敗例②

設置死角の残存や逆に過剰投資。

カメラ配置・性能が現場ニーズと

マッチしない

 対策

現場視察と綿密な設置設計、導入

目的に応じた適切な機器選定

 失敗例③

段階的アプローチの欠如により、

全体導入後に大規模な手戻りや非

効率が発生

 対策

小規模パイロット導入からスター

トし、効果検証と改善を繰り返す

導入時の重要チェックポイント

・現場環境に合った機器選定（耐環境性、照明条件対応）

・保存データの容量と期間の適正設計

・ネットワーク帯域の確保と安全対策

・将来の拡張性を考慮したシステム構成
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 ご相談受付内容

 監視カメラのタイプ選定に関するご質問

現場環境や搬送物に最適な監視カメラタイプの選定をサポートします

 導⼊にかかる費⽤や期間

初期投資やランニングコスト、ROIや導入工程に関するご相談

 カタログ‧仕様書のご希望

各種監視カメラの詳細資料や導入事例集をご用意しています

 ⾃社に適した導⼊可否の判断サポート

現場診断や業務分析に基づく最適な自動化提案をご提供します

 ご連絡⽅法

お問い合わせフォーム

 https://factory-dx-center.com/contact/

 メール‧フォーム 24時間受付 （順次ご返信）

発行元

工場‧物流DX導入センター

 https://factory-dx-center.com/

製造業‧物流業のDX推進をトータルサポート

工場・物流DX導入センター

監視カメラ導⼊に関するご相談‧ご質問はこちらから

現場に合う監視カメラの選定や費⽤感、導⼊準備について、こちらからのご案内に加えて、個別のお問い合わせも

随時受け付けております。
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